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2020年度入詰問題の訂正内容

く人間科学部一般入試＞

【生物】

・問題冊子6ページ：設問E 間1 選択脹

選択肢⑥はありませんG

・問題冊子11ページ：設問V 問5

選択肢に正解として扱うことができるものが複数ありました

ので、そのいずれを選択した場合も得点を与えることといたしま

す。

以上
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注意事項

1. 試験開始の指示があるまで、問題冊子および解苓用紙には手を触れないこと。

2. 問題は2～ 11ページに記載されている。試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落

丁・乱丁及び解答用紙の汚損等に気付いた場合は、手を挙げて監督員に知らせること。

3. 解答はすべて、 HBの黒鉛筆またはHBのシャ←プペンシルで記入すること。

4. マーク解答用紙記入上の注意

( 1) 印刷されている受験番号が、自分の受験番号と一致していることを伴．認したうえで、

氏名欄に氏名を記入すること。

(2）所定欄以外に受験番号・氏名を記入した解答用紙は採点の対象外となる場合がある。

(3) マーク欄にははっきりとマークすること。また、訂正する場合は、消しゴムで丁寧

に、消し残しがないよう によく消すこと。

マークする時；＠良い C 悪い＠悪い

マークを消す時10良い O 悪いむ悪い

5. 解答はすべて所定の解答欄に記入すること。所定欄以外に何かを記入した解答用紙は

採点の対象外となる場合があるc

6. 試験終了の指示が出たら、すぐに解答をやめ、筆記用具を置き解答用紙を裏返しにす

ること。

7. いかなる場合でも、解答用紙は必ず提／Bすること。



I DNAの基本構造と性質，複製に関する下記の文章を読み，各問いに答えなさい。

遺伝において，親から子や孫へ伝わる情報を遺伝情報といい，その担い手が DNA （デオキシリボ核酸）である
（ア）

ことが 1940年代のエイブリーらの研究によ り明らかとなった。その後， DNAの複製のしくみについて，次の仮説
（イ）

A, B, Cの3つの可能性が提示された。

仮説A 半保存的複製複製されてできた娘分子は親鎖と奴鎖を l本ずつ有する。

仮説B i果イf的複製 一方の娘分子は親鎖2木からなり，もう ・）jの娘分子は娘鎖2本からなるυ

仮説C 分散的複製ー娘分子のそれぞれの鎖は，部分的に親鎖と娘鎖が混在する。

ただし，複製後の 2本鎖 DNAを娘分子と呼ぶこととする。

1950年代にメセルソンとスタールは，天然に多く存在する 14N（窒素）よりも質量が大きい同校体1sNを利用して，

”仮説ADNAは半保存的複製されること”がi正しいことを説明した。

仮説Aが正しいことを再検証するために大腸菌を用いて同様の実験を行った。まず，大腸菌を 15N培地（15Nのみを

合む培地）で何代も培養した。これにより， DNAに含まれるすべての窒素をおNに置換した。次に，この大腸尚F を1,,N

培地 （14Nのみを含む培地）に移し，続けて培養を行った。そして ］’lN培地で l[副， 2 [1υ1. 3回．．，と分裂し
（ウ）

た大腸儲から DNAを抽出した後，塩化セシウム溶液中で平衡密度勾配達心することにより，密度に応じて DNAを分

離した。平衡密度勾配達心では遠心力と拡散の平衡により塩化セシウムの密度勾配ができる。一定需度の物質が遠心管

内に単一の層を形成することを利用して DNAの密度を確認したむその結果，図 1のような結果が得られた。現在，

15N以外の同位体も細胞周期研究をはじめ 様々な用途に広く利用されている。
（エ）

分裂前

遠心管一一今

分裂 l回目 分裂2[8] 11 
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図 1 平衡密度勾配遠心による DNAの分離（遠心管中の太線は DNAを示す）

間 1

下線部（ア）に関してT 大腸菌のゲノムは一般的に環状2本鎖DNAlつからなり，その後製は lカ所 （複製開始

点）から始ま りi何方向に進行することが知られている。大腸菌ゲノムの複製が0.75時間で完了すると仮定した時，

DNAポリ メラーゼがDNA鎖を伸長する速度として最も適切なものを次の①～⑥のIゃから 1つ選ぴなさい。ただし，

大腸菌のゲノムを 460万塩基対として計算せよ。

① 204,444塩慕／’秒

④ 3,407塩基／秒

② 102,222塩基秒

⑤ 1,704塩基／秒

① 51, 111厳禁／秒

⑥ 852塩蒸／秒

一一一 2一一



間2

下娘部 （イ）に関して， 1952年にハーシーとチェイスはパクテリオファージというウイルスを用いて遺伝子の本

体がi〕NAであることを説明した。この際，パクテリオファージの DNAに合まれている特定の元素を同位体におき

かえることで，この証明を可能にした。おきかえた阿佐体として最も適切なものを次の①～⑩の中から 1つ選ぴなさ

¥t、a

① 2H 

⑤ l6Q 

① 3H 

⑦ 32p 

③叱

⑥ 33p 

④ ，ac 

⑨円

⑤ loo 

⑩ 35S 

問3

下線部（ウ）に関して，抽出した DNAには，図 1のa, b, cに示したように複数の密度の DNAが含まれてい

た。大腸蘭が11回分裂した直後の a, b, Cの｛立龍にある DNAの量の比率はどれだけか。 a, b, cに含まれる

DNA量を P, Q, Rとし，その比を P'.Q＇目 R＇として最も簡単な整数で表したとする o P＇の値として最も適切な

ものを次の①～⑫の中から 1つ選ぴなさい。

① 2n 1 ② 2n ③ 2n+ 1 ④ 211ー1 1 ⑤ 211 l ⑥ 211 1 + 1 

⑦ 2位一 1 ⑨ 2" ⑨ 2° + 1 ⑩ 2什 1」 1 ⑪ zn+l ⑫ zn+l十 l

問4

下線奇I~ （エ）に関して，活発に増殖している塙養細胞の細胞周期を調べるために可培養液中に放射性同位体である

3Hで標識したチミジンを添加する方法があるの

実験では， 3Hで標識したチミジンを培ー養細胞の培養液に添加したc その 30分後，この培養液を完全に除去したc

次に 3Hで標識したチミジンを含まない培養液に変え，細胞培養を続けたa 3Hで標識したチミジンが取り込まれた細

胞の染色体の存夜は，ある方法により黒い点の発色として確認したO

3Hで標識したチミジンを含まない培養液に変えた後に，初めて観察された分裂期前期の培養細胞の染色体を調べ

た。この染色体に，黒い点が確認されたのは. aHで‘楳識したチミジンを含んだ培養液を除去Lた後， 最も遅い時間

で約何時間か。次の①～⑫の中から最も適切なものを lつ選ぴなさい。実験では同じ培養細胞を用いて，ある時点で

の細胞周期と対応する細胞数も調べてお り，表lに，その結果を示している。実験に用いた培養細胞の細胞周期は

25時間であった。

表 1 培養細胞で観察されたr 細胞周期の各期と細胞数の関係

細胞周期の各期

観察された細胞数 （個）

s 

273 

G1 G
 

M 

351 234 117 

① 3時間

⑦ 13時間

① 6時間

⑥ 15時間

① 7時間

⑨ 16時間

④ 9時間

⑩ 18時間

⑤ 10 時間

⑪ 22時間

⑥ 12時間

⑫ 39時間
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II 腎臓での尿生成に関する下記の文章を読み，各問いに答えなさい。

腎臓は，｜飢しょうから不要な物質を取り除き，排出する器官である。人では，多量の血液が常に腎臓に流れ込み可血

しょうから不安な成分が取り除かれる。

時では物質 をろ過し さらに再吸収することで不安な巳ヨ縮川、るoE〕 では動脈血を血圧の力

で押し出し，的l球とタ ンパク質だけを徐き F そのほかの成分を ｜ イ ｜へ取り出す。この取り出された液体が原尿で，… 1 IJで白L閣 ι。 一
原尿の中lこは，濃縮して排出するべき不要な成分と，水，アミノ酸や無機塩類などの生きていくために必要な成分が

混在一一分は

再吸収の過程を経て 不安な成分がj良4告され，尿が作られる。尿は，腎う .！まうこう，尿道のJilttに輸送きれ，体外へ排

出される。ある被験者ーでは 1日で 1.45 Lの尿を排出していたc このように，原尿に比べて尿量が少ないことから，原

尿の水分のほとんどが再吸収されていることがわかる。

ネフロンは’尿をつくる最小の構造単位で巴あり ｜ ア ｜と｜ イ ｜を合わせたiエ ！と ｜ ウ ｜カ】らなつている η

わ口ンは腎臓1↑国哨日万佃あり錦

表2にrf吐しよう’原版，尿中に含まれる物質の濃度を質量パーセントで示しているっこの物質の中で，濃縮率の高い

ものが排出すべき不要な成分と考えられる。ただし表中のイヌリンは，人の体には存在しない物質である。このデ←

タは…一吸収されず、にj志中に排出される物質＋で、あるG

表2 血しょう，原尿，尿中の物質の濃度（質量%）

成分 ll!lしょう 除、尿 ］京

ナトリウムイオン 0.32 0.32 0.35 

カリウムイオン 0.02 0. 02 0. 15 

クレアチニン 0. 001 0. 001 0.075 

尿素 。‘03 0. 03 2.0 

アンモニア 0. 001 0. 001 0.04 

尿酸 0.004 。守004 0.05 

グルコース 0. 1 0. 1 。

タンパク質 8 0 。

イヌリン 0.01 0.01 1. 2 

間1

巳～日川いつに入る言葉の組合せとして…な山……… 1つ

選びなさし＇ o

①ア糸球体 イ ボーマンのう ウ：腎小体

②ア 腎静脈 ゥ ー輸尿管 エ ：腎小体

③ アーボーマンのう イ ：糸球体 エ紡錘体

④ イ 糸球体 子］ 門脈 エ .；ドーマンのう

⑤ ア ’糸球体 イ：門脈 エ腎小体

⑥ア腎静脈 ウ 門脈 エボ←マンのう

⑦ イ ボ←マンのう ウ：細尿管 エ ：腎小体

⑨ ア ：紡錘体 イ ；l腎小体 ウ 細尿管

一一一 4一一一



間2

日と白 に入る一合せとしてーなものを次…… 1つーぃ。なお

日は知と本文中にー鮮の尿量一向ことc

A B 

① 145 100 

② 75 1000 

③ 120 10 

！④ 188 100 

⑤ 145 10 

⑤ 68 100 

⑦ 75 100 

⑥ 68 1000 

⑨ 174 10 

⑩ 120 100 

⑪ 188 10 

⑫ 174 100 

問3

表2から 3番Eに濃縮率（倍）のi高い物質を選んだとき，その濃縮率と再吸収率（%）の組み合わせとして，最も

適切なものを次の①～⑫叩い選7}'-/j~ v'oただし日等村の物院倒的く物吋縮は再吸

収だけにより起こったとする。

問4

① 40倍， 33%② 40倍， 40% 

⑤ 67倍， 33%⑥ 67倍，44% 

⑨ 75惰， 33% ⑮ 75侍，38% 

③ 40 倍， 60% ④ 40倍， 67% 

⑦ 67倍， 56%⑥ 67倍， 67% 

⑪ 75倍， 62%⑫ 75倍 67% 

表2の物質について考えたとき 3 本文中の被験者において 1日の再吸収量が （1 ) 6 g, ( 2 ) 550 Zに最も近い物

恥イ可か冶O 一 なも一

物質の濃縮は再－吸収だけにより起こつたとするG

① ナトリウムイオン ② カリウムイオン ① クレアチニン ④尿素

⑤ アンモニア ⑥ 尿酸 ⑦ グルコース ④ タンパク質

5 一一一



m ヒトのホJレモン，およびその調節や作用に関する下記の文章を読み，各聞いに答えなさい。

間 1

ホルモンの多くは，ある特定の分泌細胞で産体ーされ，次に血液によって運搬され，標的となる器官や組織の細胞の

受容体に結合しその作用を発現する。インスリンは多くの細胞に糖の取 り込みを似し，血糖値を調節する。血将偵

の調節については，インス ＇） ン以外に3 血糖値を上昇させるホルモンであるグルカゴンなどが関与している。このよ

うに複数のホルモンが関与して行われる調節もあるが，単一のホルモンのみで調節が行われている場合もあるc 以卜ー

の作用のうち，脳下垂体から分泌される単一のホルモンで調節されているものはどれか。次の①～③の中から適切な

ものを 2つ選びなさい。

① 血j土 ② 男子の二次性徴 ③尿の量 ④ 乳汁の分泌

⑤ 血中ナトリウムイオン濃度 ⑦ 骨端線の維持と成長 ⑨ 骨髄における赤血球の産生

問2

血液中のカルシウム濃度は，：主に 2積類のホjレモンによって調節されている。カルシウム濃度を上昇させるホルモ

ンは，（A）という内分泌、器官で産生される（B）というホルモンである。また， （B）の作用を介して血中のカルシウム濃度に

関係する臓器や器官には（C）などがあるc

( l ) 次の （j ）および （ii ）の間いに答えなさいc

( i ) (A）にあてはまる最も適切なものを次の①～⑤の中から lつ選びなさい。

① ＇￥状腺 ② 脳下乗体 ① 腎臓 ④ 副甲状腺 ⑤ 胸 腺 ⑥配管髄質

(ii) (B）にあてはまる最も適切なものを次の①～dむから lつ選びなさい。

① チロキシン

⑤鋭、質コルチコイド

② カルシトニン

⑤成長ホルモン

③パラトルモン ④アンドロゲン

( 2) (c）にはいくつかの臓器ゃ；:tr店が該当する。次の①～⑥の中から適切なものを 3つ選びなさい。

① 腎Hi世 ② 胃 ③ 肝臓 ④ 骨 ⑤小腸 ⑥ 大腸

間 3

｜苅2は若年の健康な成人女性の性周期に伴う子宮内膜の変化を示している。また，同時に観察された卵巣内の 1音II

の細胞群や組織の模式｜まIも示している。横制｜は観察の開始日をO日としている。なお，子宮内膜と細胞の111の縮尺は

呉なっている。

(1) 子宮内膜の増殖や肥l早の維持にかかわるホルモンのうち，脳ド垂体から分泌されているものを次の①～⑨から

適切なものを 3つ選びなさい。

① エストロゲン ② ろ胞刺激ホルモン ③ 生殖腺刺激ホルモン放出ホルモン

④ 黄体形成ホルモン ⑤ プロラクチン ⑤ 生殖腺刺激ホルモン放出抑fr,IJホルモン

⑦ オキシトシン ⑤ メラノトロピン

6 



( 2) 観察 14円目前後で見られるものはどれか。次の①～⑥の中から適切なものを 3つ選びなきい。

① 黄体形成ホルモンの急速な分泌増加j

② プロゲステロン血中濃度が最大になる

③ ろ胞細胞の増殖が活発である

④排卵

⑤ エストロゲン血中濃度の念、な低干

⑥ 子宮内膜の脱落

色
T
ha
ド

4・
白
巴
巴

de

，

~ 

。 14 28 
日

図2 子宮内膜の変化と卵巣で観察された細胞群や組織

一一一 7 



町 ヒトの免疫に関する下記の文章を読み，各間いに答えなさい。

間1

免疫機能lこは体液が重要な役割を果たす。体液には異物を食作用によって取り込み抗原提示を行う細胞が存在し

これには（ア）や（イ）がある。表皮に分布する（イ）はランゲルハンス組胞と呼ばれる。リンパ球は （ウ）に存在

する幹細胞に白米L.（エ）で分化 ・成熟する （オ）や．（エ）を経ないで分化 ・成熟する （カ）がある。（オ）は以

前に感染したことがあるウイルスや感染細胞を攻撃して排除する適応免疫の役割があり ，一方 （カ）は抗体を産生し

て異物を無毒化する。

(1) （ア）に入る最も適切な単語を語群Aの中から一つ選ぴなさし、

( 2) （イ）に入る最も適切な単語を語群Aの中から一つ選びなさい。

( 3) （ウ） に入る最も適切な単語を語群Bの巾から“つ選ぴなさい。

( 4) （エ）に入る最も適切な単語を語群Bの中から一つ選びなさい。

( 5) （オ）に入る最も適切な単語を語群AのEわから一つ選びなさい。

( 6) （カ）に入る最も適切な単語を語群Aの中から一つ選ぴなさい。

話群A

① 好中球 ② マクロフア←ジ ①務状細胞 ④ ナチュラルキラー細胞 ⑤ T細胞

⑥ B細胞 ⑦好酸正k ⑨ 好塩基球 ⑨肥満細胞 ⑩造血幹細胞

語群B

① 牌臓 ② 肝臓 ③ 骨髄 ④ リンパ節 ⑤ 胸腺 ⑤ 小腸 ⑦ 扇桃腺

間2

ヒトの免疫反応についての記述で適切なものを次の①～⑩の中から 2つ選ぴなさい。

①臓器移植で使用される免疫抑制剤シクロスポリンはキラ←T細胞からのサイ トカイン故直を促進して免疫

反応を抑制する。

② ヘJレバー T細胞は抗原提示を受けB細胞を活性化する。

③花粉症などのアレルギ一反応に働く免疫グロプリンは主として IgMであるの

④抗原が最初に侵入することで起きる抗体産生量の上昇 （1次応答）は記憶B細胞（メモリ 一日細胞）によ

りヲ｜き起とされる。

⑤ クロイツフェルト －ヤコブ病やウシの海綿状脳症 （BSE）は脳神経細胞へのウイルス感染により発症する。

⑤臓器移値の｜探の拒絶反応は抗原抗体反応による体液性免疫である。

⑦ 一度血清療法を受けたヒトがー同じ血清療法を再び行うと激しい副作用が起きることがある。

⑨ 免疫系の分化の途中の過税では自己成分と強く反応するリンパ球の産生は起こらない。

⑨ 出生直後に胸腺を除去したマウスを成長させた後に，異なる MHC（主要組織適合性抗原）を有する別のマ

ウス｛自体の皮膚片を移植すると拒絶され脱落する。

⑬ . •. JJ日イヰ双生児の間で腎臓移楠を行う場合でも拒絶反応が起きるつ
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問3

ある高校の生徒 180人のABO式血液型！に関わる免疫反応を分析したところ， A型血清 （A型のヒ卜の血清）で凝

集反応を起こす人が90人，抗Alf[l￥青（凝集涼Aと反応する血清）で凝集反応を起こす人が80人だった。どちらの

血清でも凝集反応を起こさなかった人が40人だった。この集団で出I液型がAB型の人は何人か。次の①～⑩の中か

ら最も適切なものを一つ選ぴなさL、。

① 10 ② 15 ③ 20 ④ 25 ⑤ 30 ⑤ 35 ⑦ 40 ③ 45 ⑨ 50 ⑮ 60 

問4

以下の文章を読み， (1）～（ 4）の間いに答えなさい。

純系 （近交系）マウスは全ての対立遺伝子をホモ接合体で持ち，拒絶反応の研究などに用いられる。マウス a系統

とマウス b系統は組織適合性抗原の遺伝子型 aa, bbを各々有する別系統のマウスである。このマウスを用いて以下

の実験を行った。

実験1 日系統のマウス個体の皮膚片を b系統の伺休に移摘すると 10日後に脱落した。

実験2 日系統のマウス個体の皮膚片を笑験1で使用したb系統の伺体に祥度移植したところ，移植後4日後に脱落

した。

実験3 Ul生直後のb系統個体に a系統の胸腺細胞を注射して，生育させ個体b＇を得た 。その後，a系統個体の皮

膚片を個体b＇に移植した。

実験4：昌系統のオス個体と b系統のメス伺体を交配し， メスのイ子F1を得たc 成長した F1伺体に，父親の皮！背片を

移植した。

実験5: l】系統のメス個体に実験4で得た F1の皮膚片を移植した。

実験6 出生直後の b系統マウスの胸腺を除去し成長させた後に，別の b系統個体から分離した骨髄を移植したc

この個体に a系統の皮膚片を移植した。

( 1 ) 実験3で移摘皮膚片はどのようになると予測されるか，次の①～③の中から最も適切なものを一つ選びなさし川

① 10日後に脱落する ② 4日後に脱落する ③牛．着する

( 2) 笑験4で移椋皮膚片はどのようになると予測されるか，次の①～①の中から最も適切なものを一つ選びなさいっ

① 10日後に脱落する ② 4日後に脱落する ③生兼する

( 3 ) 実験§で移植皮膚片ーはどのようになると予測されるか，次のの～②の中から適切なものを一つ選ぴなさい。

①脱落する ②生着する

( 4) 実験6で移植皮膚片はどのようになると予測されるか，次の①～②の中から適切なものを一つ選びなさいc

①脱落する ②生着する

一一－ 9 



で、

図3は

各問いに答えなさい。

暖温帯では 常緑広葉樹が板相林を構成し冷温帯（とくに日本海側の豪雪地帯）
( aγ一一一一一ー

はブナが様相林を構成する。ブナ林は 更新により世代交代しながら様相林を維持することが知られており，
( b) 

そうした林齢の異なるブナ林の 総生産量を示しているc

( C）一一一一一

森林分布とその総生産量に関する下記の文章を読み，

日本における植生選移では，

V 

己 成長景（地上部）

剛呼吸量僻

注：被食量はわずかであることから省いたc

百四則ト）

呼吸量（葉以外）

冨成長登山）

枯死量 （葉）

1. 0 

4.3 

1. 0 可
l
ムーム単位ー t/ha’年

ブナ林A

5. 5 ブナ林B

4.1 ブナ林C

10. 0 S. 0 

増加した部分

0.0 一s.o -10. 0 

失われた部分

15. 0 -20. 0 

ブナ林における総生産量図3

問 1

次の①～⑥の中から暖温帯で極相林を構成する代表的な高木左低木の組み合わせとして，下線部 （a）に関して，

｛低木｝

クロモジ－ユズリハ

ナナカマド・チャノキ

ヤブニッケイ－ヒサカキ

シャクナゲ・クロモジ

チャノキ・イロハモミジ

ユズリハ ，チャノキ

一一一 10一一

最も適切なものを 1つ選びなさい。

［高木］

ミズナラ サワグルミ

カラマツ・ダケカンパ

スダジイ・クスノキ

タフ＊ノキーアラカシ

アカマツ・スギ

ヒノキ・ スギ‘

①

②

③

④

⑤

⑥

 



問2

下線部（b）に関して，ブナ林のギャップ更新の説明として，次の①～⑤の中から最も適切なものを lつ選ぴなさ

し＇c

問3

① 倒れた樹木の幹のよから新しく芽生え，朽ちた倒木を栄養分にして更新が進むこと。

② 台風等で林冠を構成しeどいた高木が倒オl，林床の光環境が好転することで吏新が進むことc

① 土壌中に休日氏している種子が 地i骨り等のかく乱で 岬斉に発芽し更新が進むこと。

④薪炭材の収集等を II的に高木を伐採しその切り株から萌芽が発生して更新が進むこと。

⑤ 野生動物により種子が散布され，それが母樹から離れた場所で発芽し吏新が進むこと。

下線部（ C）に関して，図 3中のブナ林Aの葉の呼吸量は；総生産量の何%か，次の①～⑤の巾から最も適切なもの

を1つ選ぴ、なさい。

① 12.8 % ② 35.8 %③ 9.4 %④ 11. 4 %⑤ 26. 4 9ら

間4

下線部 （C ）に関して，国3中のブナ林Bの純生産量としてv 次の①～⑤の中から最も適切なものを 1つ選ぴなさ

し、。

① 8. 5 t／凶・年 ② 5. 5 t/ha ・年 ③ 3. 0 t/ha ・年 ④ 4. 4 t品a・年 ⑤ 13. 4 t/ha ・年

間5

図3のブナ林A. B. Cのうち，それぞれの林齢に関する説明として，次の①～⑥の中から適切なものを 2つ選び

なさい。

① ブナ林Aは呼吸量（業）が最も小さい。 3つのブナ林の中では最も高林齢だと考えられるの

② ブナ林Bは枯死量（葉）と呼吸量（葉）が最も大きしミ。 3つのブナ林の中では最も高林齢だと考えられる。

① ブナ林Cは呼吸量 （業以外）が増加し，枯死量（葉以外）も大きい。 3つのブナ林の中では最も高林齢だと

考えられる。

④ ブナ林Aは枯死量 （葉以外）と枯死量（葉）が最も小さい。 3つのブナ林の中では最も高林齢だと考えられ

る。

⑤ ブナ林Bは成長ii（地上部）が最も大きい。 3つのブナ林の中では最も高林齢だ左考えられる。

⑥ ブナ林Cは成長量 （地下部）が大きく，枯死量 （葉以外）と枯死量 （業）も大きい。 3つのブナ林の中では

最も若林齢だと考えられる。

⑦ ブナ林Aは成長量（地下部）と成長量 （地上部）の合計が最も小さい。 3つのプナ林のr:fJでは最も若林齢だ

と考えられる。

⑥ ブナ林Bは成長量（地下部） と成長量（±也上部）が最も大きい。3つのブナ林の巾では最も若林齢だと考え

られる。

（以下余白〕
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